
読み書き支援のためのシンポジウム
これからの高齢者 ･ 障害者へ の情報支援を考える!

日時 : 平成 2 3 年1 2 月 3 日( 土) 1 3 時 - 1 6 時 3 0 分

会場 : 仙台市福祉 プラザ 2 F ふれあいホ ー

ル

入場無料 (会場は ､ 仙台市 五橋 ｡ 仙台駅西 口 から南 へ 徒歩 1 0 分)

高齢者や障害者など ､ 読み書きが困難な方々 へ ､ どのようにして必要な

情報を伝えるのか? 東日本大震災等の災害は ､ 本 当に必要な情報すら

伝わ っ ていなか っ たことを明らかにしました ｡

｢ 高 齢者 ･ 障害者 へ情報をどのように伝えるのか ? ｣ には技術も必要です｡

そして ､ 情報を必要とする人の ニ
ー

ズと､ どう結び つ けるか ?

新たな情報支援の取り組みのためのシンポジウムにぜひご参カロ< ださい ｡

主 催 : ｢ 読 み書 き支援の ためのシ ンポジウム｣ 実 行委 員 芸

後 援 ( 予定) : 日 本図 書館協会 ､ 日 本盲人福祉 委員会

☆プ○ グラム( 予定)

13 :0 0 開会挨拶

13 :1 0 講演 ｢ 大 多数の 視覚障害者 に 必要 な情報は何も伝わ っ て い なか っ た｣

原 田 敦 史氏 ( 日本盲 人福祉委 員会 東日本 大震災対策本部 現地 責任者)

13 :4 0 講演 ｢ 高齢者 , 障害者 へ の伝 え方 は どの ように した らよ い の か ? ｣

加藤 俊 和氏 ( 元 京都 ライ トハ ウ ス 情報 ス テ
ー シ ョ ン 所長)

1 4 :3 0 - 1 4 : 40 休憩

14 :4 0 シ ン ポジウム

｢ 必要な情報を高齢者 ･ 障害者に伝 える読み書き支援と は ? ｣

司会 : 加藤 俊和

シ ン ポ ジス ト :

阿部 直子氏 ( アイ サ ポ
ー

ト仙台)

滝本 慶子 氏 ( 陸前高田市 音訳 ボラ ン テ ィ ア)

伊藤 真己 氏 ( 佃台市 // )

金野 トシ子 氏 ( い わき市 // )

松木 隆雄氏 ( 那須塩原市 ′′ )

藤田 晶子氏 ( 全国音訳 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ トワ
ー ク)

1 6 : 3 0 閉会挨拶

問 い 合わせ 先 : ｢ 読み書 き支援 の ための シンポジウム｣ 実 行 委 員会連絡先

e メ ー ル : rn a s a mi t s u@ d a i k a t s u 電話 : 0 8 0
- 4 0 7 卜94 0 2 ( 市橋)

2 0 1 1 . l l . 3 現在



後援 ･ シンポジウムの内容

講演 ｢ 大多数 の 視覚障害者 に必 要 な情報 は

何も伝 わ っ て い なか っ た｣

日 本盲 人宿祉委員会 東 日 本大震 災対策本部 現地責任者

原田敦史 氏 プ ロ フ ィ ル

愛知県名古屋 市出身 社会福祉士

平成7 年3 月東北福祉大学社会福祉福祉学部福祉心 理 学科卒

平成7年4 月 国立身体障害者リ ハ ビリ テ
ー

シ ョ ン セ ン タ ー 就職
o

函館視力障害者セ ン タ
ー

､ 神 戸視力障害者セ ン タ
ー

平成1 9 年4 月 公 益財団法人 日本盲導犬協会 仙台詩i練セ ンタ
ー

平成23 年8 月 同 リ ハ ビ リ テ -

シ ョ ン 事 業部 マ ネ ー ジ ャ -

( 講演骨子)

今年 3月 に発 生 した東 日 本大震災 で視覚障害者も多

く被災を した0 日本盲人福祉委員会支援対策本部 で は

3 月 末か ら活動 を開始 し視覚障害者 を支援 した o 活動

当初の 時期 は ､ 病院の 開院状況やス ー パ
ー

等 の 開店状

況の 情報 がテ ロ ッ プ と して 地元テ レ ビを中心に 一 日中

流れ て い た が ､ 音声化 され てお らず ､ 多く の視覚障害

者は 生活 に直結す る こ れ らの 情報 に触れ る こ と が 困難

で あ っ た
｡
またイ ン タ

ー

ネ ッ トで の 情報提供もあ っ た

が
､ 写真やP D F の 情報 も多く ､

パ ソ コ ン を使 える人 で

もア クセ ス でき ない も の も少なくなか っ た｡

加 えて ､ 情報 が切望 され て い た避難所 では ､
手書き

の 人探 しの 案内や 国 ･

行政 か らの お知 らせ や支援状況

な どが 印刷物 で 多く張 り 出され て い た o
こ れらも読ん

で くれ る人が い な い と必要 な情報す ら入手す る こ とが

で きなか っ た ｡

対策本部で は ､ 初期の 調査支援活動 を終 えた 6 月 に ､

宮城県沿岸部 に 居住 して い る 1 ､
2 級 の 視覚障害者に

対 して ､ 県と協力 し対 策本部 の 情報送付が 実現 したo

受 け取 っ た約 千人 の うち4 0 0 名 か ら支 援の 希望 の訴 え

が 届 い たが ､
こ の 4 割 も の 方 々 の ほ とん どが こ れまで

我 々 の 関わ っ て い なか っ た ､
と い うより何 ら情報 の 届

い て い な い 人で あ っ た｡ 災害 時にお ける視覚障害者 -

の 情報を伝 える 困難さを実感 した-- 一

瞬 で もあ っ たo

こ れ ら多く の こ とは 阪神大震災 の 時にも指摘されて

い た が ､ 視覚情報 ばか りに なり が ちな ｢ 災害時 にお け

る情報伝 達｣ を如何 に解決 して い く の か ､ 復興 に向か

う申で考 えなけれ ばと思 っ て い る ｡

講演 ｢ 高齢者 ･ 障害者 - の 伝 え方は

どの よ うに した らよ い の か ? ｣

元京都 ライ ト - ク ス 情報 ス テ
-- シ ョ ン 所 長

加藤俊和 氏 プ ロ フ ィ ル

1 9 4 5 年3 月 ､
京都 市出身 1 9 6 1 年 か ら ボラ ン テ ィ ア 活動 ｡

1 9 6 8 年 ､ 京 都 工 芸繊維 大学電気 工学科卒o

立 石 電機 (現 オ ム ロ ン) 中央研 究所 o

1 9 8 0 年 ､ ( 社福) 日 本 ライ ト ハ ウ ス で ､ 情報 ､
リ ハ 等所長 ､

常務理事を歴 任o

2 0 0 3 年 か ら201 0 年 3 月 ま で ､
｢ 読み書き｣ 事業草分け の

( 杜福) 京 都ライ ト ハ ウ ス 情報 ス テ
-ーシ ョ ン 所 長 o

こ れ ま で ､ 広 島大学等非 常勤講師 ､ 経産省高齢者障害者

支援専門委員ほ かo

現 : 日 本 盲 人福祉 委員会 東 日本 大震 災視覚障害者 支援対策

本部 事務局長 ､
ほ か

o

( 講演骨子)

視 覚障害者や 高齢者 に と っ て は ､
｢ 健常者 の 豊富な

情報｣ の 多くが 入 手出来な い情報 で あ るo 小 さ い 文字 ､

複雑 な レ イ ア ウト ､ 分 か りやす い はず の 図や表が 理 解

でき ない な ど ､
｢ 健 常者の た め の 情報｣ の 世界 の 中で ､

高齢 者や 中高年 か ら視覚障害 とな っ た多く の 方 々 は ､

得 て い な い と い けな い 情報か ら阻害され て い るo

で は ｢ 読 み書 き｣ の ｢ 読み｣ と は なに か o
｢ 明瞭な

音声 で読 む｣ の は音訳 と同 じだが ､ 見 る情報 の 概略 を

すばやく把握 し､ ｢ 必要 とされ て い る部分 だ けを抽 出

して ､ 相 手が理解でき たか を判断 しなが ら的確に 読む｣

と い う こ と求め られ る o さらに ､
｢ ほ ぼ音声 の みで 伝

え る しか な い 多く の 高齢者や ､ 中高年 か らの 視覚障害

者に と っ て は ､
-

一

度 に 聞 い て覚えられ る の はわず か 2 ,

3 行 分 の 内容 だけ｣ と い う現実 - の 対応 が 必要 なの で

あ る
｡
だ か ら こ そ ､ 相手に分か りやす い の なら方言 で

も よく
､
｢ そ の 資料 の 中 の 重要 な ､ 覚えられ る 範囲 の

情報だけを的確 に伝 える｣ と い う ､ 音訳 とは異 なる技

術が必要 なの で ある o

ま た､ ｢ 書き｣ に つ い て は ､ 契約 書そ の 他 の 内容確

認や 記入 だけで なく ､ 署名捺 印まで も委ね られ る こ と

が あり
､ 個人情報保護の 知識 は必 須 であ る｡

シ ンポジウム 必要な情報を高齢者 ･ 障害者に伝える読み書き支媛とは?

非常に多く の ､ 高齢者や中高年か ら の視覚障害者 ､ 読み 書きが必 要な方々 の ニ ー ズを

どうと らえる の か ? そ して ､

｢ 必 要 とされ て い る読み書き支援｣ と い か に結び付ける か ｡

東日 本大震災等 の 災害 の 支援 の 申で ､ 本当 に必 要 な情報すら全 く伝 わ っ て い な い こ とが

浮き彫 り にな っ て い ます ｡

仙台 ､ 陸前高田 ､ 石巻 ､
い わき ､ 那須塩原 ､ そ して それ ら を結び付けて い る､

全国音訳 ボラ ン テ ィ ア ネ ッ トワ
ー

ク - ･

o
各地 でさ ま ざまな活動 をされて い るみ なさまと

｢ 読み書き支援｣ の 活動 に つ い て ､
共 に考えて い きた い と思 い ますo




